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令和２年度第１回喜多方市地域公共交通会議 会議録 

 

 

１ 開催日時  令和２年７月29日（水）午前10時00分～午前11時15分 

 

２ 開催場所  喜多方市役所ホール棟２階大会議室 

 

３ 出 席 者 

（１）委 員  24 名 

   遠藤 忠一 委員  津田  弘幸 委員  林 浩一郎 委員  市原  偉年 委員    

   五十嵐 武 委員   今井   誠 委員  渡部  幸博 委員  鈴木  敏生 委員 

    宍戸 紳一郎 委員   星   隆 委員   遠 藤  章 委員    荻原 末吉 委員 

    安 田  茂 委員  今井 輝雄 委員  齋藤 憲一 委員    横山 和也 委員 

   大竹 トモ子 委員   田 代  哲 委員    越 戸  直 委員  原  弘 通 委員 

    渡辺 貴智 委員   渡部  和昭 委員  齋 藤  進 委員  佐 藤  洋 委員 

    

   ※欠席委員 ６名 

    澤 井  淳 委員   星  竹 昭 委員   佐藤 秀樹 委員  五十嵐 敦 委員 

    猪瀬 秀一 委員   武藤 幸意 委員 

 

（２）事務局 

   事務局長（地域振興課長）     遠藤  紀雄  

   事務局 （地域振興課長補佐）    外島  誠司 

   同   （地域振興課副主任主査） 高 橋  孝  

   同   （地域振興課主査）    早川  直樹 

 

（３）オブザーバー 

関係市町村（会津若松市、北塩原村、西会津町、会津坂下町）の公共交通担当者４名 

各総合支所住民課２名 

 

４ 配布資料 

 ・令和２年度第１回喜多方市地域公共交通会議次第 

 ・喜多方市地域公共交通会議委員等名簿 

・資料１ 令和元年度事業報告について 

・資料２ 令和元年度歳入歳出決算について 

・資料３ 市内小中学校土曜授業に伴う予約型乗合交通の運行実施について 

・資料４ 令和２年度補正予算（第１号）について 

・資料５ 広域路線バスの見直し及び喜多方市まちなか循環線の運行（案）について 

 ・資料６ 予約型乗合交通に係る運行計画の一部変更について 

 

５ 会議の経過 

 （１）開 会 

 （２）会長あいさつ 

   ・委員改選があったことから事務局より各委員を紹介。 

   ・規約第８条第１項の規定により、会長である遠藤忠一委員が議長となり以下、議事進行

を行う。 

   ・「（３）報告」に先立ち、これまで副会長を務めていた木須行孝委員が６月に退任したこ

とにより、後任として今井輝雄委員を６月２４日付けで副会長に指名したこと、加えて
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４月１日付け定期人事異動に伴い、齋藤進委員を４月１日付けで幹事に指名した旨報告。 

 （３）報 告 

   ①令和元年度事業報告について 

    ・事務局より資料１により説明。 

・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく「承認」となる。 

 

   ②令和元年度歳入歳出決算について 

    ・事務局より資料２により説明。 

    ・監事より令和元年度歳入歳出決算について、適正に執行されている旨監査報告を行った。 

    ・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく「承認」となる。 

 

   ③市内小中学校土曜授業に伴う予約型乗合交通の運行実施について 

    ・事務局より資料３により説明。 

    ・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく「承認」となる。 

 

 （４）議 題 

   ①令和２年度補正予算（第１号）について 

    ・事務局より資料４により説明。 

    ・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく「承認」となる。 

    

   ②広域路線バスの見直し及び喜多方市まちなか循環線の運行（案）について 

    ・事務局より資料５により説明を行った。 

・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見等があった。 

（委  員） 喜多方・坂下線について、資料５別紙１－②に「会津坂下町との協議の

うえ、スクールバス利用の現状を考慮」とあるが、会津坂下町との共同

運行ということなのか。 

（事 務 局） 喜多方・坂下線については、現在会津乗合自動車で運行しているが、喜

多方市と会津坂下町で補助していることから、路線のあり方、方向性な

どについて関係自治体、会津乗合自動車と協議していきたいと考えてい

る。 

（委  員） 共同ということで、喜多方市と会津坂下町がお金を出し合い、車両は会

津乗合自動車のものを使用しているということでよいのか。 

（事 務 局） 会津乗合自動車が運行するものに対して損失補てんとして関係市町村が

補助金を出している。 

 

（委  員） もう１点、路線を見ると「坂下営業所」止まりとなっているが、坂下厚

生病院が新しくなることから、今後そちらの方へ延伸する予定はないの

か。現在も「坂下厚生病院」を通っていないが、今後の利便性を考える

うえで必要ではないか。 

（事 務 局） 坂下厚生病院の移転については今回の再編内容においても議論しており、

移転した段階で路線に加えることで検討しているところである。 

 

（委  員） もう１点、前年度の乗車実績については今回の資料にあるのか。 

（事 務 局） 今回の資料では予約型乗合交通の利用実績を載せているものの、広域路

線バスに関するものについては載せていない。 

（委  員） なぜ載せていないのか。 

（事 務 局） 広域路線については利用人数が減っているという試算がでている。簡単

に申し上げると、あくまで乗降調査の結果によるものであるが、喜多方・

坂下線に関しては年間５３，０００人程が乗車しており、１日あたりで

５０人程の利用となっている。熊倉・喜多方線については、年間４７，
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０００人程が利用しており、１日あたりで換算すると１６人程の利用と

なっており、便数で割ると１人乗っているか乗っていないかの状況とな

っている。 

 

（委  員） 資料５の７ページの塩川・熊倉線の運行系統図を見ると「若松駅前」と

あるが、９ページを見ると「西若松駅東口」とある点について、「西若松

駅東口」「若松駅前」どちらが起終点となるのか。 

（事 務 局） 起終点は「西若松駅東口」であり、今回の資料では「若松駅前」以降の記

載を便宜上省略させていただいた。 

 

（委  員） 先ほど「荻野線」に関する説明があったが、もう少し詳しく話を伺いた

い。 

（事 務 局） 荻野線については、今後の話となるため細かい話ができない状況ではあ

るが、現状としては、市が委託している路線であり、乗車人数が少なく

委託料も金額が大きい。そのため、今後、より効率的に利用者が利用し

やすくなるように、予約型乗合交通を含めて様々な方法を検討していき

たい。 

（委  員） 山都も通っているが利用も少なくて、市でお金を出すことももったいな

いと思うところもあることから、今後そういった方法も含めて検討して

もらいたい。 

 

 

（委  員） １点確認だが、加納コースの藤井医院が廃止となるが、加納コースがな

くなるということか。 

（事 務 局） 藤井医院が３月に廃院したということで、加納コース自体がなくなるわ

けではない。 

 

（委  員） 資料５－別紙１－③の喜多方市まちなか循環線の運賃についての要望と

しまして、高齢者割引や運転免許証返納者に対する割引についても検討

していただきたい。 

（事 務 局） １年半の実証運行の中で利用状況や意見等を勘案しながら、適宜見直し

を行っていきたい。 

 

・議長がさらに意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく、承認された。  

 

③予約型乗合交通に係る運行計画の一部変更について 

    ・事務局より資料６により説明を行った。 

    ・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく「承認」となり、本日予定した協議が

終了。 

 

 （５）その他 

    ・事務局よりその他意見等を求めたところ、次の質問があった。 

（委  員）  １０月１日から運行開始となるが、何月頃から市の広報誌等での周知を

行う予定か伺いたい。 

    （事 務 局）  １０月１日から再編事業が始まってくることから、９月には周知を行っ

ていきたいと考えている。 

・事務局より各種変更に伴う福島陸運支局への申請手続きについて説明。 

 

 （６）閉 会 


